
?
 

く
 

2月29日現在 （ ）内は前回比、男24,015(+ 2） 女26,771 (+ 1） 計50,786(+ 3） 世帯18,241 (+ 8) 

業 卒 
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楽
し
い
笑
い
声
が
響
き
わ
た
る
校
舎

つ
ま
ず
き
、
迷
い
な
が
ら
も

仲
間
達
と
励
ま
し
合
っ
た
あ
の
日

恩
師
に
い
た
だ
い
た
様
々
な
教
え

数
々
の
思
い
出
を
胸
に
 

旅
立
ち
ま
す
 

五
所
川
原
市
立
 

高
等
看
護
学
院
卒
業
式
 

市
立
高
等
看
護
学
院

（
山形
明
義
学
院
長
）
 

の
卒
業
証
書
授
与
式
が
、
三
月
三
日
、
同
学
院

で
行
わ
れ
、
男
性
七
名
、
女
性
二
＋
四
名
の
計

三
＋
一
名
が
、
医
療
の
現
場
へ
と
巣
立
ち
ま
し

た
。
 

同
学
院
は
、
日
中
働
き
な
が
ら
看
護
の
専
門

知
識
を
学
ぶ
二
年
課
程
の
夜
間
定
時
制
校
。
そ

の
努
力
で
仕
事
と
学
業
を
両
立
さ
せ
、
卒
業
証

書
を
受
け
取
っ
た
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
松
本

恵
里
子
さ
ん
が
 
「
皆さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
に

感
謝
し
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
坂
本
妙
子
さ
ん
に

「市
長
賞
」
が
、
八

名
に
は
学
院
長
よ
り
「
皆
勤
賞
」
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
他
に
も
、
市
内
十
六
小
学
校
で
は
五
百

八
十
五
名
の
児
童
が
、
五
中
学
校
で
は
五
百
六

十
三
名
の
生
徒
が
卒
業
し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学

舎
を
後
に
新
た
な
世
界
、
仲
間
達
へ
出
会
う
た

め
旅
立
ち
ま
す
。
 

発行 五所川原市役所／編集 総務課 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 廿代)35-21 11番 
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⑨
北
川
 
清
楽
さ
ん
 

（
七八
）
 

新
町
九
七
 

事
績
 
古
く
か
ら
こ
の
地
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
ね
ぶ
た
復
活
に
貢
献
し
た
ほ

か
、
立
侯
武
多
の
復
元
や
ね
ぶ
た
絵
後

継
者
の
指
導

・
育
成
に
も
積
極
的
に
努

め
る
な
ど
伝
統
文
化
の
発
展
に
尽
く
し

た
。
 

⑨
越
谷
 
喜
明
さ
ん
 

（八
〇
）
 

神
山
字
境
山
三
四
 

事
績
 
津
軽
の
作
陶
原
料
を
用
い
た
津

軽
地
蔵
焼
を
創
始
し
陶
芸
文
化
を
こ
の

地
に
根
付
か
せ
た
ほ
か
、
陶
芸
教
室
の

講
師
と
し
て
陶
芸
の
普
及
に
努
め
地
域

文
化
の
創
造
に
尽
く
し
た
。
 

⑥
前
田
野
目
裸
参
り
 

代
 
表
 

新
谷
久
雄
前
田
野
目
分
館
長
 

事
績
 
古
く
か
ら
前
田
野
目
地
区
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
裸
参
り
行
事
を
復
活

さ
せ
、
以
来
地
区
民
一
致
し
て
守
り
続

け
る
と
と
も
に
後
継
者
の
指
導
育
成
に

も
努
め
る
な
ど
伝
統
文
化
の
発
展
に
尽

力
し
た
。
 

伝統文化の発展・地域文化の創造に 
尽力された功績をたたえて 

平成11年度 

五所川原市伝統文化功労賞表彰式 

市
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を

保
存
、
発
展
さ
せ
る
な
ど
、
本
市
の
伝

統
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
る
個
人
・

団
体
を
た
た
え
る
平
成
十
一
年
度
五
所

川
原
市
伝
統
文
化
功
労
賞
の
表
彰
式
が

二
月
二
十
三
日
、
産
経
会
館
で
行
わ
れ

立
侵
武
多
の
復
元
な
ど
に
大
き
く
貢
献

し
た
北
川
清
策
さ
ん
、
津
軽
地
蔵
焼
の

創
始
者
越
谷
喜
明
さ
ん
、
裸
参
り
を
復

活
さ
せ
た
前
田
野
目
裸
参
り
の
二
個
人
、
 

一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
五
所
川
原
市
伝
統
文
化
市

民
懇
談
会
委
員
（
川
村
恒
儀
会
長
）
や

関
係
者
が
見
守
る
中
、
成
田
市
長
が
表

彰
状
と
記
念
の
盾
を
受
賞
者
に
手
渡
し
、
 

「
先人
た
ち
の
手
に
よ
り
受
け
継
ぎ
、
 

幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
伝
統
文
化
の

灯
を
次
代
に
継
承
し
て
い
る
皆
さ
ん
は

郷
土
の
誇
り
で
す
」
と
そ
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
越
谷
さ

ん
が
 「
今回
の
受
賞
は
大
変
う
れ
し
い
。
 

で
っ
た
ら
だ
は
な
ま
る
を
も
ら
っ
た
気

分
で
す
。
今
後
は
、
受
賞
に
恥
じ
な
い

よ
う
に
伝
統
文
化
の
発
展
、
振
興
に
寄

与
し
た
い」
と
謝
辞
を
述
べ
て
いま
し
た
。
 

同
功
労
賞
は
平
成
四
年
度
創
設
以
来

こ
れ
ま
で
に
七
団
体
・
九
個
人
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
 



立
侵
武
多
の
製
作
・
運行
が
 

あ
お
も
り
活
性
化
大
賞
を
受
賞
 

創
造
性
を
発
揮
し
て
 

目
指
せ
未
来
の
発
明
家
 

の
④
の
＠
⑨
①
⑦
⑤
⑦
⑨
①
 

県
市
町
村
活
性
化
対
策
協
議
会
（
会

長
・
佐
々
木
誠
造
青
森
市
長
）
が
主
催

す
る
第
十
二
回
あ
お
も
り
活
性
化
大
賞

の
授
与
式
が
、
二
月
二
十
四
日
、
青
森

市
内
で
行
わ
れ
、
当
市
の
 
「
立
侯
武
多

の
製
作
・
運
行
」
が
活
性
化
大
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
 

同
賞
は
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
顕
彰

し
、栄
誉
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、地
域

づ
く
り
関
係
者
相
互
の
交
流
を
通
じ
て
、
 

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
推

進
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
度
は
二
士

11事
例
の
応
募
が
 
 

べ

き
れ

イ
続

く

と
に
て

さ
ー
、
ス

る
賞

与

ふ
官

を
 

懇
 

の
打
誇

で
賞
に

連

秀
達

関

優
私

多
賞
 

武

大
り

倭

化
な

立
性
と
す

で

活
目

ま

れ
ト

つ
い
 

！
」
ン
3
て
 

あ
り
、
大
賞
の
ほ
か
奨
励
賞
に
三
団
体

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
中
で
大
賞
を
受
賞
し
た
「
立
侵

武
多
の
製
作
・
運
行
」
は
、
平
成
八
年

の
市
民
有
志
に
よ
る
復
元
以
降
、
 「
五

所
川
原
立
侵
武
多
ー
火
と
虫
の
祭
典
ー
」
 

の
名
称
で
当
地
域
を
代
表
す
る
夏
祭
り

に
成
長
さ
せ
た
こ
と
、
ま
た
、
東
京
ド
 

ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
活
彩
あ
お
も
り
大

祭
典
に
二
年
連
続
出
陣
し
、
本
県
観
光

を
全
国
へ
紹
介
し
た
こ
と
、
当
市
の
立

侯
武
多
を
活
用
し
た
通
年
観
光
へ
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
生涯
学
習
を
実
践
一

一
北
辰大
学
閉
講
式
一
 

二
月
一
日
、
北
辰
大
学
閉
講
式
が
中

央
公
民
館
で
約
百
五
十
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
二
十
七
回
を
数
え
る
北
辰
大

学
は
、
昨
年
六
月
に
開
講
し
、
毎
月
一

回
学
習
会
を
行
い
、
時
に
は
受
講
生
自

ら
が
体
験
や
意
見
の
発
表
者
と
な
る
な

ど
、
方
言
、
福
祉
、
歴
史
、
ク
ラ
ブ
活

動
の
広
い
分
野
を
学
び
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
二
十
一
名
の
卒
業
生
に
卒

業
証
書
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、
今
回

で
十
年
連
続
の
受
講
と
な
る
岡
田
カ
ョ

さ
ん
、
山
口
勝
雄
さ
ん
、
木
村
清
孝
さ

ん
の
三
名
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
、
生
涯

学
習
に
対
す
る
意
欲
と
不
断
の
努
力
を

た
た
え
ま
し
た
。
 

少
年
少
女
の
科
学
的
な
興
味
、
関
心

を
追
求
す
る
場
を
提
供
し
、
少
年
少
女

が
本
来
持
っ
て
い
る
創
造
性
を
で
き
る

だ
け
発
揮
さ
せ
よ
う
と
い
う
趣
旨
の
も

と
、
五
所
川
原
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
 

（
福
士寛
美
会
長
）
が発
足
し
ま
し
た
。
 

二
月
二
十
六
日
、
青
森
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
で
行
わ
れ
た
発
足
式
で

は
、
ク
ラ
ブ
ー
期
生
で
あ
る
小
学
二
年

生
か
ら
六
年
生
の
会
員
、
四
十
一
名
に

会
員
証
、
バ
ッ
チ
、
ワ
ッ
ペ
ン
を
交
付
。
 

会
員
を
代
表
し
て
飯
詰
小
六
年
生
の
伊

藤
亜
純
さ
ん
が
 「
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
の

誇
り
と
友
情
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑
張
 

同
ク
ラ
ブ
は
今
後
毎
月
二
回
活
動
を

行
い
、
簡
易
発
電
機
や
簡
単
な
ロ
ボ
ッ

ト
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ー
 

地域の活性化に高い評価！ 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

善
意
の
花
か
ご
 

り
ま
す
」
と
誓
い
e
言
葉
を
述
べ
て
い
 

式
後
行
わ
れ
た
、
簡
易
力
イ
ロ
作
 

ま
し
た
o
 

に
取
り
組
ん
だ
子
ど
も
達
。
 

〇
五
所
川
原
中
央
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
．フ

（尾
崎
淳
一
会
長
）
廿
五
万
七
千
三
百
円
。
 

〇
栄
小
学
校
（津
田
精
耕
校
長
）
廿
寄
贈
（使
用
済
み
切
手
十
一
・
九キ
ロ
グ
ラ
ム
）
。
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
の
ぶ
子

（
市
内川
端
町
五
七
二

）
廿
一
一
万六
千
八
百
二
十
九
円
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
倉水
武
吉
代
表
）
廿
慰
問
（
二
十
五

名
に
よ
る
歌
・
踊
り
・
三
味線
演
奏
）
、寄
贈
（
そ
ば
百
人
分
、
み
か
ん
・
バナ
ナ
 

・

い
ち
ご
各
二
箱
、
四
個
入
り
生
菓
子
五
十
個
）
。
 

〇
園
藤
産
業
（
杉山
薫
代
表
）
廿
慰
間
（五
名
に
よ
る
園
外
の
非
常
口
の
除
雪
）
。
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料負担⑩騒臓届回いて 
介護保険制度では、介護サービスを利用する場合には基本的に 1割（1Oi' ーセント）の

自己負担をしていただくことになりますが、所得の低い方については、 「高額介護サービ

ス費」 により、負担の上限を低くするなどの特例があります。（なお、保険適用の範囲を超

えるサービスを利用する場合、その上限を超える費用は、全額自己負担となります） 

1 カ月の自己負担が一定額（表-1）を超えた場合は、その額の払い戻しが受けられます。 

（自己負担額をいったん支払い、その領収書を介護保険課へ提出し、償還の申請をしてい

ただくことになります） 

表― 1 高額介護サービス費 
区 	 分 自己負担限度額 

一般世」昔 37,200円 

・市民税世帯非課税者 

・利用者負担上限額が 24 
ってしまう者 

,600円まで減額されなければ生活保護受給者とな 24,600円 

・市民税世帯非課税者である老齢福祉年金受給者 

・生活保護の被保護者 

となってしまう者 

・利用者負担上限額が 15 ,000円まで減額されなければ生活保護受給者 
15,000円 

また、現在、老人福祉施策でホームヘルプサービス （訪問介護） を利用されている所得

の低い方については、当面 3 年間は利用者負担を 3 パーセントとし、その後、段階的に引

き上げる（表-2）こととしています。 

表― 2 老人ホームヘルプサービス利用者に対する経過措置 

対 	象 	者 
利用者負担割合 

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 

平成11年度中にホームへルプサービスの利用

実績のある方で、生計中心者が所得税非課税で

あること。（生活保護受給世帯含む） 

※いったん課税になった者にっいては、翌年度

以降非課税になっても軽減の対象としない。 

3% 3% 3% 
α

見
 

m

」
 

 

％
ゾ
 

い見
 
汁
込
 
の
み
 

 

10% 

そのほか、障害者の福祉施策でホームヘルプサービスを利用されていた方々についても、 

介護保険のホームヘルプサービス・（訪問介護）を利用される場合、その利用者負担を 3 -/, 
ーセント（表-3）とします。 

表-3 障害者ホームノ＼ルプサービス利用者に対する支援措置 

対 	象 	者 
利用者負担割合 

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 

・若年の頃から障害者施策によるホームへルプ

サービスを利用していた者で、65歳になって

介護保険の適用となった者 

・特定疾病で要介護・要支援の状態となった40 
歳から64歳までの者 

※生計中心者が所得税非課税であること。（生活

保護受給世帯含む） 

3% 3% 3% 3% 3% 見直し 

問い合わせ先 介護保険課 内線272・273 

五所川原市役所 か35-2111 
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出してはいけないものー 

・ビン以外のガラス製品 

（窓ガラス・灰皿など） 

・乳白ガラス製のビン 

（主に化粧品に多いです） 

・農薬などの毒劇物ビン 

V 
燃やせないごzハ 

■ ふたは必ずはずして 

（はずしたふたは燃やせないごみへ） 

喝 
川 

■ しようゆのような臭いの

きついものはすすいでください。 

皿 
力レンダーで指定している「リサイクルの日」に集積所に出してください。 

■ 水気を切って 

■ ラベルははがさ

なくても構いません。 

へD 
‘建紛 

‘多 

9 

Lーーーーと蕊熱雄と塾二と三と2とた―----―ー― jQ)4 c7)3.5 	 認潟Iぐではできるえ lナ自宅の焼却炉で焼却しない~ 

問い合わせ先 環境対策課 内線231・233 

回答し盗畠麗 P 	PU 	c'YL-:- 	 ております悪臭や煙等は~ 

ジーーー二二】ごご二ごニてマ二二二“」丁二二：；二二ニニ；--に了二二Tレ二二了一」一」‘11 
市民と語るリサイクル懇談会でd質問を紹介します 	~ 

◇ペットボトルとビンの出し方 
ごみ収集カレンダーで指定している 「リサイクルの日」 に、ペットボトルとビンをそれ 

ぞれ袋に分けて（燃やせないごみの袋を使用）出してください。 

※アルミ缶、スチール缶も従来どおり 「リサイクルの日」 に出してください。 

×／ 

L1 
ペットボトルの出し方 

屍F マークのついている飲料用、しょうゆ川 

のペットボトルのみ出せます。 

出して良いもの 

ジュース・お茶・コーヒー 

しょうゆ・焼酎・本みりん 

z、 などのペットボトルで
こ」D 二二二、二、ー、、プ」二 
、；iブマークのついているもの 

ら’ 

V 
燃やせないごみへ 

ビンの出し方 

出して良いもの

ジュース・コーヒー、 

蘇昇'昇::' 器,M4 	クなどのビン 
ジャム・牛乳・酒類ノ 

医薬品のビン（毒劇物のビンは除く） 

割れているビンは入れないで
下さし、。 
一升瓶・ビールビンは、なる

べく販売店へ返して下さい。 

出してはいけないもの一 

命マークの 
PET 

ついていないもの 

ミン 

※平成12年度ごみ収集カレンダーは、今回広報と一緒に配布されます。 
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課
税
台
帳
の
縦
覧
を
ガ
ー
 

あ
な
た
の
固
定
資
産
を

確
認
し
て
＜
だ
さ
い
 

税
務
課
 

内
線
4
2
2
・
4
2
3
 

nf⑥rmati⑥n 
霞譲 

中
央
公
民
館
み
ん
な
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
紹
介
 

中
央
公
民
館
 
。
（
3
5)6
0
5
6
 

人
材
移
動
特
別
 

助
成
金
の
ご
案
内
 

雇
用
・
能力
開
発
機
構
青
森
セ
ンタ

ー
 

容
0
1
7
7
(7
7)1
2
3
4
 

市
で
は
、
平
成
1
2年
度
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
次
の
日
程
に
よ
り
縦
覧
に
供

し
ま
す
。
縦
覧
と
は
、
固
定
資
産
の
課

税
（
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
）
の

基
礎
と
な
る
価
格
等
を
納
税
通
知
書
を

お
送
り
す
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
所
有

者
に
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
期
間

を
設
け
、
課
税
台
帳
を
無
料
で
ご
覧
い

た
だ
く
制
度
で
す
。
 

昨
年
中
に
土
地

・
家
屋
の
所
有
権
を

移
転
さ
れ
た
方
、
家
屋
を
新
築
・
増
築
 

・

取
り
こ
わ
し
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
平

成
1
2年
度
は
3
年
に
1
度
の
評
価
替
え
 
 

の
年
に
あ
た
り
、
土
地
と
家
屋
の
評
価

額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
必
ず
縦
覧
し
ま

し
ょ
う
。
 
（
家
屋
につ
い
て
は
3
年
間

の
建
物
物
価
の
変
動
が
評
価
額
に
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
）
 

縦
覧
期
間
以
外
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
が
、
有
料
と
な
り
ま
す
。
ご
覧
に
な

っ
た
事
項
及
び
価
格
な
ど
に
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
4
月
3
日
囲
か
ら
5
月
釦

日
因
ま
で
の
間
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
路
線
価
等
の
公
開

も
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

縦
覧
期
間
 

4
月
3
日
卿
1
4
月
2
4日
卿
 

8
時
3
0分

ー
1
7時
 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。
 

税
務
課
（
市
役
所
3
階
）
 

お
は
な
し
会
の
 

お
知
ら
せ
 

図
書
館
  
。

（3
4)4
3
3
4
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
 「五
所
川

原
お
は
な
し
ク
ぽ
ぽ
ん
た
）
」
 
によ
る

お
は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
一
緒
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
 

し
 

●

3
月
1
8日
国
1
4時
鯉
万

、
1
5時
契

万
 

図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 

「
春」
 

国
民
健
康
保
険
（
退職
）
 

被
保
険
者
証

有
効
期
限
は
 

平
成
1
2年
9
月
3
0日
ま
で
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

国
民
健
康
保
険

（
退職
）
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
平
成
1
2年
9
月
3
0日

ま
で
に
変
わ
り
ま
し
た
。
 

た
だ
し
、
就
学
の
た
め
交
付
さ
れ
て

あ
る
①
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
 一
学
年

が
終
了
す
る
3
月
3
1日
ま
で
が
有
効
期

限
と
な
り
ま
す
。
 

卒
業
、
入
学
、
進
級
シ
ー
ズ
ン
で
す

の
で
、
事
実
が
発
生
し
た
ら
必
要
書
類

を
添
え
て
届
け
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
 

自
衛
隊

一
般
・
技
術

幹
部
候
補
生
募
集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原
 

募
集
事
務
所
 

費
（3
5)2
3
0
5
 

●

受
付
期
問
 

4
月
1
0日
囲

、
5
月
1
2日
圏
 

◇
応
募
資
格
 

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
1
3年
4
月
 

1
日
現
在
、
2
2歳
以
上
2
6歳
未
満
 

（
昭和
5
0年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
4
 

年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）
 

で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者
。
 

②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
修
士
課
 
 

程
修
了
者
（
終
了
見
込
み
を
含
む
）
 

に
つ
い
て
は
、
2
8歳
未
満
の
者
。
 

（
昭和
4
8年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
）
 

③
海
上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
2
2歳
以

上
2
6歳
未
満
の
者
0
 （学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
理

学
又
は
工
学
の
課
程
を
修
了
し
、
理

学
修
士
又
は
工
学
修
士
の
学
位
を
受

け
た
者
に
あ
っ
て
は
2
8歳
未
満
の
者
）
 

〔第
1
次
試
験
〕
 

●

5
月
2
7日
国
 
筆
記
試
験
 

●

5
月
2
8日
同
 
筆
記
式
操
縦
適
性

検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）
 

〔第
2
次
試
験
〕
 

●

6
月
2
8日
困
か
ら
6
月
3
0日
岡
の
指

定
す
る
1
日
 

※
詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

3
月
1
6日
困
、
4
月
9
日
同

中
央
公
民
館
2
・
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

〔加
藤
惣
平
写
真
回
顧
展
〕
 

◇
内
容
 
横
浜
市
出
身
の
故
加
藤
さ
ん

の
 
「遥
か
な
る
津
軽
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
展
で
す
。
 

⑥

「み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

労
働
省
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
で

は
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
再
就
職
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
 「人
材
移
動

特
別
助
成
金
制
度
」
を
特
別
措
置
と
し

て
平
成
1
1年
7
月
2
2日
よ
り
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

こ
の
制
度
で
は
、
生
産
高
（
売
上lF
E)
 

の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
業

主

（
対
象
事
業
主）
の
も
と
で
働
く
6
0
 

歳
未
満
の
労
働
者
が
、
人
材
を
必
要
と

し
て
い
る
他
社
に
失
業
す
る
こ
と
な
く

円
滑
に
出
向
・
再
就
職
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
も
の
で
す
。
 

事
業
主
（対
象
事
業
主
）
が労
働
者
に

出
向

・
再
就
職
斡
旋
前
に
行
う
教
育
訓

練
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
の
助
成
、
 

対
象
事
業
主
か
ら
失
業
を
経
る
こ
と
な

く
労
働
者
を
出
向
・
再
就
職
斡
旋
に
よ

り
受
け
入
れ
た
事
業
主
の
方
を
対
象
に

し
た
賃
金
、
教
育
訓
練
や
施
設
・
設
備

の
設
置
・
整
備
に
要
し
た
経
費
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
 

た
だ
し
、
条
件
と
し
て
平
成
1
2年
9
 

月
3
0日
ま
で
に
行
わ
れ
た
出
向
又
は
再

就
職
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
 

の
お
知
ら
せ
 

高
齢
福
祉
課
 
内
線
5
4
0
 

市
で
は
、
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者

に
対
し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
利
用
券
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

●

受
付
期
間
 
4
月
3
日
卿
よ
り

◇
対
象
者
 
市
内
に
居
住
す
る
在
宅
の

重
度
心
身
障
害
者
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
1
級
ま
た
は
2
級
の
視
党
障

害
者
及
び
肢
体
不
自
由
（
上
肢
機
能

の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
）
の
方
、
 

ま
た
は
、
愛
護
手
帳
A
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

・

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
愛
護
手
帳
 

・

印
鑑
 

小
さ
な
掛
け
金
 大
き
な
補
償
 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
 

加
入
し
ま
し
よ
う
 

助
ス
ポ
ー
ッ
安
全
協
会
青
森
県
支
部
 

費

0

1
7

(
7
6

6
)
7

8
9
9
 

ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

内
線
5
6
1
 

ス
ポ
ー
ッ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
 

・

文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
・
地
域

活
動
等
を
行
う
5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
や
指
導
者
の
方
々
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
、
傷
害
保
険
と
賠

償
責
任
保
険
及
び
共
済
見
舞
金
を
組
み
 

合
わ
せ
た
総
合
補
償
制
度
で
す
。
 

●

保
険
期
間
 

4
月
1
日
、
平
成
1
3年
3
月
3
1日
 

※
た
だ
し
、
4
月
1
日
以
降
は
掛
け
金
 

振
込
日
の
翌
日
と
な
り
ま
す
。
 

◇
掛
け
金
 

・ 中
学
生
以
下
、
成
人
の
文
化
活
動
団

体
 

4
5
0
円
 

・

老
人
ク
ラ
ブ
団
体
 

8
0
0
円
 

・

成
人
ス
ポ
ー
ッ
団
体
  
1
4
0
0
円

◇
補
償
金
 

・

入
院
1
日
に
つ
き
 

4
0
0
0
円
 

※
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
  
1
8
0
0
円
 

・

通
院
1
日
に
つ
き
  

1
5
0
0
円
 

※
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
  
1
0
0
0
円
 

国
民
年
金
の
 

変
更
届
は
お
早
め
に
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

国
民
年
金
に
は
、
2
0歳
か
ら
6
0歳
ま

で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
3
 

種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

第
1
号
被
保
険
者
は
、
自
営
業
や
農

林
漁
業
の
人
と
そ
の
家
族
、
そ
れ
に
2
0
 

歳
以
上
の
学
生
な
ど
で
す
。
第
2
号
被

保
険
者
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
で
す
。
第
3
号

被
保
険
者
は
、
第
2
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
す
。
 

本
人
や
配
偶
者
の
就
職
・
退
職
な
ど

で
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は
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そ
の
つ
ど
種
別
変
更
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
 

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
配

偶
者
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で
負

担
す
る
の
で
、
本
人
が
納
め
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
3
号
被
保

険
者
に
該
当
し
た
こ
と
を
届
出
し
て
い

な
い
と
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期

間
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
い
、
将
来
、
 

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
る
権
利

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

さ
か
の
ぼ
っ
て
第
3
号
被
保
険
者
に

認
め
ら
れ
る
の
は
2
年
間
ま
で
で
す
の

で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
窓
口
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」
。
 

手
話
通
訳
者
を
 

派
遣
し
て
い
ま
す
 

高
齢
福
祉
課
 

内
線
5
4
3
 

市
で
は
、
聴
覚
や
言
語
機
能
障
害
の

た
め
会
話
が
困
難
な
方
に
手
話
通
訳
者

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
 

病
院
、
銀
行
、
公
共
施
設
等
を
利
用

す
る
と
き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

利
用
時
間
 
毎
週
月
曜
日
、
金
曜
日
 

8
時
3
0分

、
1
7時
 

消
費
税
は
、
広
く
一
般
の
 

消
費
者
が
負
担
し
た
税
で
す
 

自
ら
の
資
金
繰
り
と
区
別
し
、
 

期
限
内
に
納
付
し
ま
し
よ
ーつ
 

五
所
川
原
税
務
署
 

基
幹
ネ
ッ
ト

（
青森
県
基
幹
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
は
、「
だ

れ
で
も
ノ
い
つ
で
も
ノ
ど
こ
か
ら
で
も

ノ
」
県
民
の
皆
様
が
身
近
に
情
報
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
公
共
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
県
や
市
町
村
等
が

運
用
し
て
い
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
県
内

ど
こ
か
ら
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
使
っ

て
市
内
通
話
料
金
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

青
森
県
基
幹
情
報
通
信
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
 

基
幹
ネ
ッ
ト
利
用
の
ご
案
内
 

青
森
県
基
幹
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
 

公
0
1
7

(
7
3
2
)
6
0
3
9
 

【
パ
ソコ
ン
か
ら
の
利
用
】
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（T
c
P
／
ー
P
通
信
方
式
）
の
設
定
 

①
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
定
（
マ
イ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
に
あ
る
）
 

電
話
番
号
を
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
 「3
91
1
0
5
5
」
 
に
、ユ
ー
ザ

ー
名
、
パ
ス
 

ワ
ー
ド
を
い
ず
れ
も
 
「g
u
e
st
」
と
設
定
す
る
。
 

②
ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
の
設
定
（
ォ
プ
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
る
）
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
 
「W
W
W
.
n
et

・p
r
ef

・a
om
o
ri・j
p
」
 
に
、プ
ロ
キ
シ
サ

ー
 

バ
（
ポ
ー
ト
）
を
 「p
ro
x
y
.
n
et
.p
r
e
f
.a
o
mo
r
i
,
j
p
(8
0
8
0）
、
 

※
全
プ
ロ
コ
ト
ル
共
通
（
s
o
ck
sは
設
定
不
要
）
」
 
と
設
定
す
る
。
 

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
定
（
T
c
P
/
I
P
の
設
定
）
 

I
P
ア
ド
レ
ス
を
「サ
ー
バ
が
割
り
当
て
た
I
P
ア
ド
レ
ス
」
に
、W
I
N
s
は
「未
 

使
用
」
に
、ゲ
ェ
ー
ト
ウ
ェ
イ
は
自
動
取
得
に
、ネ
ー
ム
サ
ー
バ
ー
ア
ド
レ
ス
（D
N
 

s
）
は
「サ
ー
バ
が
割
り
当
て
た
ネ
ー
ム
サ
ー
バ
ー
ア
ド
レ
ス
」
を指
定
す
る
か
、若
 

し
く
は
「
ア
ド
レ
ス
を
指
定
す
る
」
を選
択
し
、
「
（
プラ
イ
マ
リ
）2
1
0
.1
5
4
.
 

1
0
6
.8
1
、
（セ
カ
ン
ダ
リ
）2
1
0
.1
5
4
,1
0
6
.8
2
」
 
と
設定
す
る
。
 

※
詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 



題

字
 
斉
 

藤
 
，川
 
泉
 

親

な
ら
ば

誰

も
が

思
う

子
の
未

来
 

雪

あ
か

り
叱
ら

れ
眠

る
子
が

愛
し
 

立
倭
武
多

灘
す
我
が

子
の

背
の

高
さ
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

佐
 
藤
 
妙
 

子
 

山
 
谷
 
仁
 

史
 

工
 
藤
 

常
 
子
 

今
 

貢
』
 

も

う
年
だ

ヒ
ザ
が

痛
い

と
母
が

い
う
 
」
 

小
 
野
 
由
 
佳
 
（五
小
六
年
）
 

や

く
そ

く
は
い
 
つ
も
わ

す
れ

る
お

母
さ

ん
 

佐
 
藤
 
圭
 
介

（梅
泉
小
六
年
）
 

お

母
さ

ん
か

ら

も
ら
っ

た

よ
（

ん
な

く
せ
 

エ
 
藤
 
さ
と
し
（
羽
野
木
沢
小
三
年
）
 

お
っ

ち
ょ

こ
ち
ょ

い
サ
ザ

ェ
さ

ん
似

の
お

母
さ

ん
 

エ
 
藤
 
寿
 
也
（
五
小
五
年
）
 

に

こ
に

こ
で

い
 つ
も
え
が
お

の
家
ぞ

く
だ

よ
 

木
 
村
 
早
 
紀
（
中
央
小
ニ
年
）
 

大

人

ま
で

も
ら

い
た

い
な

と
お

年
玉
 

洋
 
田
 
楓
 
子
（
中
央
小
三
年
）
 

冬

休
み
親

子
で

宿

題

総

仕
上
げ
 

今
回
は
、

図
書
館
で

行
わ
れ

た
親

子
川
柳
教
室
で
、

上
位

に
入
っ
た
句
を

紹
介

い
た
し
ま
す
。
 

中央公民館 

旧駐車場 

第4駐霧7ぺ ‘ 
（ーツ谷駐阜勘り 、ーー 

◇第4駐車場移転案内図 
赤～いりんごの並木道 

五所川原駅 
h 	,I,,T,it I,T liトt 

圃 商工会館
一ー一一了L 

国道339号 

,2駐車場 
（布屋町駐車場 

療～」農講欝 
，二二こ一 

コ 

北中央病院 

り第1t車場

り（正面駐車場） 

“ 至青轟市，弘前市、 G金木町 

駐車場（竺甘 

4月I日（土）より 
西北中央病院第4駐車場が移転いたします 

西北中央病院第 4駐車場が、 4 月1日（土）より現在の中央公民館裏から下図のとおり移 

転いたします。 

なお、当病院にご用のない方は駐車できませんので、ご注意ください。 

問い合わせ 西北中央病院管理課 公35-31 11 内線205 

五所川原市役所 公35-2111 
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はつらつ女性課内線234・236 

献
血
の
こ
案
内
 

●

3
月
3
1日
岡
 
1
0時
ー
1
2時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

し
き
し
ま
前
 

※
協
賛
 
市
赤
十
字
奉
仕
団
 

五
所
川
原
分
団
 

●

3
月
3
1日
岡
1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分

白
生
会
胃
腸
病
院
前
 

〔成
分
献
血
〕
 

●

3
月
2
7日
同
9
時
3
0分

、
1
4時
3
0分

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

ご
希
望
の
方
は
3
月
2
1日
因
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

健
康
相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

1
各
地
区
で
の
 

J
 

一
 
身
も
心
も
さ
っば
り
す
る
 
一
 

F
 

健
康
相
談
L
 

●

3
月
2
7日
岡
 
1
3時

、
1
4時
3
0分

福
岡
公
民
館
分
館
 

す
こ
や
か
 

発
達
相
談
 

母
と
子
の
相
談
日
 

●

4
月
5
日
困
・
4
月
1
9日
困
 

1
0時

、
1
2時
・
1
3時

、
1
5時
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
4
月
1
9日
の
午
後
は
電
話
予
約
と
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

◇
内
容
 

各
月
齢
で
の
成
長
、
発
達
、
育
児
、
 

遊
び
、
栄
養
（
離
乳
食
等
）
相
談
 

す
く
す
く
健
診
 

●

受
付
 
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

※
3
歳
児
健
診
の
み
は
1
2時
1
5分

ー
1
2
 

時
3
0分
に
受
付
し
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
 

※
お
願
い
 
健
診
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
は
つ
ら
つ
女
性
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
病
気
治
療
中
の
お
子

さ
ん
は
、
翌
月
の
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

小
児
マ
ヒ
（
ポリ
オ
）
 

予
 
防
 接
 
種
 

生
後
3
カ
月
か
ら
9
0カ
月
に
至
る
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
予
防
接
種

を
行
い
ま
す
。
6
週
間
以
上
の
間
隔
を

あ
け
て
2
回
接
種
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
1
歳
6
カ
月
ま
で
に
完

了
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
 

昨
年
又
は
今
ま
で
に
1
回
接
種
し
て

い
る
お
子
さ
ん
は
、
今
回
の
日
程
で
2
 

回
目
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

◇
地
区
別
日
程
表
 

◇
受
付
時
間
1
2時
3
0分

、
1
3時
3
0分

◇
接
種
場
所
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
注
意
事
項
 

①
下
痢
、
発
熱
、
他
の
予
防
接
種
を
し

て
間
も
な
い
お
子
さ
ん
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
の
う
え
お
出
で

く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
（
白
色
）
 

を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

④
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車
で
来
ら
れ

た
方
は
市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

対 象児 期 	日 

4 カ月児 

健 	診 

平成11年 

11月生まれ 
4 月 4 日（火） 

I 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成10年 

10月生まれ 
4 月25日（火） 

3 歳児 
健 	診 

平成 8 年 

12月生まれ 
4 月20日（木） 

地 区 別 I 回 目 2  回  目 

みどり町、松島地区 4 月 5 日（水） 5 月25日困 

南小学校、中川

三好、毘沙門 
4 月 6 日（木） 5 月26日（金） 

五小学区、七和

松島町、梅沢 
4 月 7 日（金） 5 月29日（月） 

栄、長橋、飯詰 4 月10日（月） 5 月30日（火） 

青
年
海

外
協
力
隊
 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
 

募

集
説
明

会
 

国
際
協
力

事
業
団
東
北

支
部
 

容

0
2
2
(
2
2
3)
4
7
7
2
 

県
国
際
交
流
課
 

費

0
1
7
(
7
34
)9
2
1
9
 

青
年
海
外
協
力
隊
及
び
シ
ニ
ァ
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
国
際
協
力
事
業
団

が
実
施
し
て
い
る
国
の
事
業
で
あ
り
、
 

隊
員
は
、
開
発
途
上
国
の
人
々
の
国
づ

く
り
に
協
力
し
ま
す
。
 

次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。
 

〔
青年
海
外
協
力
隊
〕
 

●

4
月
1
2日
困
・
5
月
1
2日
岡
 

1
8時
3
0分

ー
2
0時
3
0分
 

青
森
県
観
光
物
産
館
ァ
ス
パ
ム
 

3
階
 
お
が
わ
ら
 

●

5
月
1
1日
困
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分

弘
前
文
化
セ
ン
タ
1
1
階
 
会
議
室
 

〔
シ
ニア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
〕
 

●

4
月
2
4日
回
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分

青
森
県
観
光
物
産
館
ァ
ス
パ
ム
 

3
階
 
た
っ
ぴ
 

◇
内
容
 
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
、
待
遇
等

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。
 

ま
た
、
広
報
映
画
の
上
映
や
帰
国
し

た
o
B
、
o
G
の
体
験
発
表
も
あ
り

ま
す
。
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テーマ 

ゆたかな 
三 食生活を 

五所川原市食生活改善推進員会 

たらの木イル焼き 	I 
材料（4人分） 

たら（生） 	4切 

酒 	大さじ1 

塩 小さじ1/2弱 

こしょう 	少々 

人参 	 40g 
玉ねぎ 	80 g 
舞茸 	1パック 

かいわれ 	20 g 

叱Ig* L 1 

参
 

人
 玉ねぎ

舞茸 

ホイルが素材のおい

しさを包み込んで逃が

さないので、塩分控え

めで、とてもおいしく

頂けます。 

やわらかく、ふっく

らした仕上がりと舞茸

の香りをお楽しみくだ

さい。 

在宅介護について 
気軽に相談してください 

五所川原市在宅介護支援センター 

社会福祉士 寺 田 富ニ子さん 

一 	入、 
左から介護福祉士の小野美貴さん、看護婦の
古川康子さんと寺田富ニ子さん 

4 月1日から本格的に始動する介護保険。 

今回は、介護（者）支援や各種相談、ケアプラ

ン作成などの業務を行っている在宅介護支援

センター（西北中央病院 3 階）の社会福祉士、 

寺田富二子さんからお話を伺います。 

「当施設では、 3 人のケアマネージャーが

福祉用具の指導・紹介、介護教室を通じた介

護技術・思想の普及などのほか、24時間対応

の無料相談業務を行っています。これに加え

て目前に迫った介護保険の準備で、今は大変

忙しいです」 という寺田さんですが、どんな

に忙しくても相談者への対応には、 きめ細や

かな配慮で臨んでいます。 

「これまでトは、 どちらかというと型どおり

のサービスを一方的に提供するというところ

がありましたが、介護保険制度では、利用者

が権利としてサービスを選択することになり

より質の高いサービスが求められていきます。 

良い地域づくりのために住民一人ひとりが声

を上げ、提供する側、される側が共に勉強し

ていかなければならない。 そういう意味では

介護保険制度が人を育てる制度になってほし

いですね」 と願う寺田さん。 r1日に20回も

電話が来ることがあるけど、頼りにされてい

るんだ」 と真撃に受け止め、仕事に打ち込ん

でいます。 

最後に 「在宅介護では、介護者が 『自分が

がんばらなければ』という意識が強いため、 

ストレスを溜めがちです。しかし、今は社会

全体で介護を支える時代、抱え込まないで地

域に訴えていきましょう。私達はいつでもご

相談に応じます」 と語ってくれました。 

作り方 

①たらに、酒、塩、こしょうをふる。人参は

皮をむいて千切りに、玉ねぎは薄切りに、 

舞茸は一口大に切り、かいわれは根を切る。 

②アルミホイルを正方形に切り、野菜とたら

をおいてしっかりと包む。 

③フライパンに①を並べ、1センチ位の水を入

れて強火で5分蒸し焼きにする。 

④食べる直前にa のドレッシングをかける 
\ 

救急医療当番医 

肝日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

卿
  

口
門
 

三上眼科医院 五所川原市旭町59 35-2577 

獅
  

日
  

田辺胃腸科外科医院 五所川原市旭町40-1 35-6355 

※注 1．対応時間 9:OQ-17:OO（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内 廿34-4999）で
紹介します。 
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